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研究成果の概要（和文）：本心とは裏腹な言葉を多用する日本社会のコミュニケーション行動のメカニズムを、
認知実験を行って検討した。日本語母語者と非母語者の間で、「言葉の感情」と「音声の感情」が一致・不一致
の場合や、意味を除去した加工音声を用いた場合の感情認知実験の結果を比較した。その結果、日本語母語者は
「音声の感情」をより重視すること、「言葉の感情」と「音声の感情」が矛盾している場合でもそれを感情認知
の手がかりにしていること等のいくつかの新しい知見が得られた。実験結果をもとに、「感情認知のプロセスモ
デル」を作成し、日本独特と言われる「空気を読む」「本当の気持ちを隠す」等のコミュニケーション行動のメ
カニズムを説明した。

研究成果の概要（英文）：We conducted cognitive experiments to examine the mechanism of communication
 in Japanese society, where we often express our emotions contrary to our true intentions. We 
compared the results of emotion recognition, between native and non-native Japanese participants, 
between "the literal meaning of speech" and "vocal emotion" are congruent and incongruent. We also 
explored the emotion recognition of random-spliced speech whose meanings were removed. Results 
indicated that "vocal emotions" are more important for Japanese participants when recognize the 
emotion of speaker, even if the two emotions are incongruent. They also make use of the 
contradiction of two emotions as a clue of judgments of speaker's emotion. From important findings 
obtained from these experiments,  "process model of emotion recognition" were proposed. Using this 
model, we explained the mechanism of communication behavior such as "reading the air" and "hiding 
true intention", which are said to be unique to Japanese.

研究分野：認知心理学

キーワード： 本心　言葉の感情　音声の感情　日本人のコミュニケーション行動　感情認知のプロセスモデル
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研究成果の学術的意義や社会的意義
これまで経験則に基づいて日本人のコミュニケーション行動が論じられてきたが、本研究は日本社会の音声コミ
ュニケーション行動のメカニズムを、認知実験を主として多角的な視点から検討し、さらに臨床心理学的視点と
社会・文化的視点とを含む感情認知のプロセスモデルを作成した点に学術的意義と社会的意義がある。この研究
により、エビデンスに基づく科学的な観点から日本人のコミュニケーション行動の特異性を明らかにすることが
できた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
日本語母語話者（以下、日本人と表記）のコミュニケ―ション行動が、欧米人と大きく異なるこ
とは、文化間比較研究や対人行動理論で広く知られていた。中でも表向きに示す感情と本当の気
持ちとの間に大きなずれがあることは、日本人のコミュニケーション行動の特徴として指摘さ
れてきた（マツモト・工藤、1996）。 
一方、Hall（1976）は情報伝達に言葉の内容が重要である西洋の文化・言語を「低文脈文化／
言語」と呼び（例、北米/英語）、話し手の思考は言葉によって明示されると論じた。対照的に、
文脈的・非言語的な合図が重要である東アジアの文化・言語を「高文脈文化／言語」と呼び（例、
日本/日本語）、感情等の文脈を十分に理解することによって話者の思考を理解できると考えた。
Kitayama and Ishii（2002）および Ishii, Reyes, & Kitayama（2003）は Stroop 干渉課題を用
いて実験を行い、米語母語話者（以下、アメリカ人と表記）（低文脈）と日本人（高文脈）の認
知成績を比較した。そしてアメリカ人は感情的な「言葉の意味」に注意を喚起するが、日本人は
「文脈や声の調子」により多くの注意を向けることを実証した。しかしこれらの研究で得られた
知見は厳格に制御された、非日常的な反応を求める実験から導かれたものであり、日常の会話や
感情認知行動にそのまま適用することは難しかった。より日常に近い状況下での実験により、日
本人の感情表出や感情認知を検証することが必要であると考えられた。 
 
２．研究の目的 
日本人話者の感情表出・認知行動には欧米の話者には見られない特異的な特徴のあることが知
られている。このような日本人の音声コミュニケーション行動のメカニズムを、認知実験を主と
して多角的な視点から検討して、臨床心理学的視点と社会・文化的視点とを含む感情認知のプロ
セスモデルを構築することが目的である。 
 
３．研究の方法 
2018、2019年度は話者の「言葉の感情」と「音声の感情」が一致・不一致の場合について、日
本語と非日本語(英語、加工音声)を用いて、話者の本心はどのように認知されるのかを検討す
る2つの実験を行った。「同定」と「確信度」を指標にして反応を測定し、反応データは分散分
析(ANOVA)を行い検討した。実験参加者は20代の日本語母語者または英語母語者であった。  
 
(1)本心を調べる認知実験（第一実験)：20 代と 40代の日本人プロ俳優（男女 2名ずつ）が、日
本語で「おめでとう」「大好きです」「泣きそう」「胸が潰れそう」という短い言葉を話した。そ
の際、表現方法に 3つの条件を設けた。①4つの言葉のそれぞれの感情的な意味と同じ感情で発
話する場合、②4つの言葉をニュートラルな感情（感情を込めない）で発話する場合、③4つの
言葉の意味が真逆の感情で発話する場合 
実験参加者は話者の話す言葉をよく聞いて、話し手の感情を 7つの選択肢（ニュートラル感情
と 6つの基本感情）の中から一つだけ選び、課題の難しさについても、試行毎に確信度を 5点尺
度で答えるように求められた（1：非常に自信がない〜5：非常に自信がある）。 
 
(2)ランダム・スプライシング実験（第二実験)： 
ランダム・スプライシングという加工方法によ
り、話者の話した日本語を、声の調子はそのま
まで言葉の意味だけを取り除いた刺激音声を作
ることができる。この方法を用いると、言葉の
文字通りの意味がもつ感情が取り去られる状況
で、音声の感情がどのように認知されるのかを
調べることができる。 
ランダム・スプライシングとは、言葉の全体
的な意味やテンポを破壊するが、韻律的な特徴
（レベル、音域、ピッチの変動性、ラウドネ
ス、および響き）は残す音声の加工方法のひと
つである(図１)。したがって、ランダム・スプ
ライシングされた音声刺激を聞くと、全体の抑
揚から何となく日本語で話されていることは分
かるが、一つ一つの言葉は何を言っているのか
は分からない。 
第一実験で用いた言葉（「おめでとう」「大好
きです」「泣きそう」「胸が潰れそう」）を、図１
に示すランダム・スプライシングの方法で 
加工してみた。まず様々な長さでスプライスす
る長さを試して、最終的に200msごとに音声刺激

 

図 1 「おめでとう」のランダム・スプ
ライシングによる加工方法の概念図 
加工音声は、言葉の意味の理解に必要
な音素の並び順は失われているが、１つ
１つのセグメントの内容は不変であるた
め、日本語としての言葉の響きは保たれ
ている。この加工方法により「言葉の感
情」から「音声の感情」を分離して同定
させることが可能となる。 

 



を切断することに決めた。次にScherer(1985)のやり方に従って、音のない区間を除去し、
200msの断片にスプライスした。このようにしてできた音声の断片を無作為の順序で（つまりラ
ンダムに）再結合した。 
 

(3)「言葉の感情」と「音声の感情」の統合についてのプロセスモデル：新型コロナウィルス感
染拡大による非常事態宣言やまん延防止等重点措置の発出のため、予定していた実験参加者と
くに日本語非母語者（主に外国人留学生）に実験への参加を求めることができず、追加実験も
行うことができなかった。そのため2020年度以降はこれまで収集したデータをもとに研究のま
とめを行った。実験結果をもとにして、「感情認知のプロセスモデル」を作成した。可能な範囲
でモデルの精緻化を試みた。 
 

４．研究成果 

(1)本心を調べる認知実験：話者が表そうとした感情と聞き手が選択した感情が一致したときを
正答として正答率を出した。日本人なら日本語を聞くとすぐに意味が理解できるので、「言葉の
文字通りの意味のもつ感情」と「話し手の声の調子が表す感情」の不一致を直ちに認識できる。
従って、不一致（矛盾している）の方が難しいので正答率も落ちるように思われるが、正答率に
は一致条件と不一致条件の間で大きな差異はなかった。喜びの言葉であれ悲しい言葉であれ、幸
せな声で話されていれば「幸せ」、悲しみの声で話されていれば「悲しみ」と判断された。この
結果は、声の調子を重視しているから、話す言葉の意味など問題ではない、ということを示して
いる(図２)。 
一致条件では、話者の言う言葉の意味を理解
できれば、言葉が本来表している感情も簡単に
分かる。しかし実験結果では、一致条件と不一
致条件の間に差がなかった。その理由について
次のように考えた。 
何を言っているのかではなく、どのように言
っているのかを重視することが考えられる。言
葉と声の調子が矛盾していようがいまいが、大
して重要なことではない。一致していれば、話
者は本当に悲しいのだと思うし、矛盾していれ
ば、話者は本心を偽って話しているのだろうと
理解する。このようなコミュニケーションのや
り方は日本の文化や日本人にはありがちのこと
であり、欧米人の場合とは大きく異なる表現方
法である。それが実験結果にも表れたと考えら
れる。 
日本では話者の真の感情は言葉ではなく声の調子に反映され、感情を伝える過程で、声の調
子は言葉よりもより多くの意味を持ち、より効果的な役割を果たしている。このようなことは
しばしば指摘されてきたが、これまで実証されなかった。 
感情の表現方法が言語ごとに異なるため、外国語を聞いたときの反応がそのまま日本語を聞
いたときにも当てはまるかどうかは分からない。表情の場合は普遍性があり、文化や地域が異
なってもほぼ同じであるが、言葉の場合はそう簡単ではない。言語がそれぞれの文化の形成に
深くかかわっているように、言葉による感情の表現方法も言葉からの制約を受ける。 
そう考えると、日本語だが意味が不明という場合についても感情認知を考える必要がある。
ランダム・スプライシングという音声の加工方法を用いて、「日本語ということは分かるけれ
ども意味は分からない」という音声を作り、それを用いて聞き取り実験を行えば、言葉の感情
的な意味と声の調子の関係を壊してそれぞれを分離して調べることが可能になる。 
 
(2)ランダム・スプライシング実験：ランダム・スプライシングされた刺激を実験参加者に聞か
せ、図３に示す結果になった。聞き手の母語である日本語のときに比べると、明らかに異なる。
「言葉の感情」（言葉の文字通りの意味に含まれている感情）と「音声の感情」はともに、一致
条件の方がより正確に言い当てられている。ランダム・スプライシング実験では意味が分からな
いのだから、聞き手は「言葉の感情」と「音声の感情」の間に食い違いがあることに気づくこと
はできない。しかし、日本語をそのまま用いた場合の最初の実験に比べると、不一致条件の場合、
音声の感情を言い当てられた正答率は有意に低くなっている。 
「言葉の感情」と「音声の感情」の間に違和感がある場合（例えば、幸せな声で悲しい言葉
を話した場合）には、2つの感情が一致している場合と同じようには、話者は感情を声にのせて
表現することができなかったと考えられる。つまり話者自身が「言葉の感情」からの影響を受
けてしまっていた可能性がある。 
ふだん私たちに何かの感情が生じたとき、その感情に合う言葉が心に浮かぶ。だから口にす
る言葉は、その時の感情状態と一致しているのがふつうである。しかし日本の表示規則に従う
と、ストレートに感じたままの言葉を言えないことが少なくない。このような不一致状態に気

図２ 一致条件・不一致条件における「音
声の感情」への同定率 

 



が付いた時に、聞き手は表示規則などの文化的 
基準を参照して話者の感情を判断するしかない
（「『胸がつぶれそう』と言っているが、本当は
うれしいのではないか？」などと推測する）。 
さらに図３からはランダム・スプライシング
された日本語においても、悲しい感情の方が幸
福な感情よりもより正しく「音声の感情」を言
い当てられることが分かった。また「言葉の感
情」についても、一致条件か不一致条件かにか
かわらず、悲しい時の方が幸福な時よりも正答
率の高いことが分かった。 
次に「音声の感情」ごとに、日本語の結果と
ランダム・スプライシングされた日本語の結果
を比較した。幸せな音声は加工しなくても同定
が難かしく、日本語よりもランダム・スプライ
シングされた日本語の方がさらに同定率は低く
なっている。この結果は、ランダム・スプライ
シングされた日本語では意味が分からないため
に「言葉の感情」が失われていて、その情報を
利用できなかったためではないかと考えられる。 
一方、悲しい声の場合はもともと幸福な声の場合よりも同定が容易であるため（図４参照）、
ランダム・スプライシングされて「言葉の感情」を持たない場合でも、同定率は高かったので
はないかと考えられる。このような感情の種類による感情認知の非対称性は、「音声の感情」を
同定するときに生じている。 
日本の文化的な基準では、「自分が幸せであっ
ても、否定的な言葉を言って、会話相手に羨望
の感情が生じないように『相手の気持ちを考え
て』話さなくてはならない」。そのため2つの感
情（「言葉の感情」と「音声の感情」）を統合し
て、話者は表示規則に沿うように「言葉の感
情」の方を修正して本心とは逆の言葉を話すよ
うにする。つまり話者は文化的基準に従って真
の感情を隠そうとして、自分の感情から出てき
た言葉をそのまま口に出して言わず、心にもな
い言葉をそれらしい感情表現の口調で言おうと
する。 
一方、日本人の聞き手はこのようなことには
慣れているので、「取り繕い」が行われているこ
とにすぐに気が付き、表示規則に従って相手の
心情を理解しようとする。つまり聞き手は不一
致状況に気が付き、話者の言葉が本当の気持ち
を反映していないことを知る。そして話者の音
声に込められている僅かな声の感情の手掛かり
をもとにして、話者の本心を考えようとする。
こうして日本人の聞き手は、話者の真意を理解
することができると考えられる。 
以上のようなプロセスを考えた場合、ランダ
ム・スプライシングされた日本語は、音声によ
る感情のみで判断することになる。というの
は、ランダム・スプライシングされた日本語は
バラバラでつながりがないため、意味不明であ
り、「言葉の感情」は存在していないからであ
る。さらに、話し手自身がすでに「言葉の感
情」の影響を受けて適切な感情表現ができてい
ないため、それを加工した感情音声もやはり一
致条件と同じようには認知できない。さらに一
致条件のように「言葉の感情」と「音声の感
情」の間の矛盾を知ることもできないから、当
然同定率も低くなってしまうと考えられる。 

 
(3)「言葉の感情」と「音声の感情」の統合についてのプロセスモデル：「言葉の感情」と「音
声の感情」の統合プロセスは、図５のような図に表わすことができる。図５は(a)(b)とも、上
段の図は「言葉の感情」と「音声の感情」が一致している場合、下段は「言葉の感情」と「音

図３ ランダム・スプライシング実験に
おける一致条件・不一致条件の場合の
「音声の感情」への同定率 

図４ ランダム・スプライシング実験の結果
を、(a)音声の感情が幸福の場合と（b）悲
しみの場合に分けて、一致条件と不一致条
件の間で比較したもの 

 

 



声の感情」が不一致の場合について、話者の感情を判断するまでのプロセスを表したものであ
る。ここで文脈および非言語的手がかりとして日本語（高文脈の言語）では、まず相手の2つの
感情（「言葉の感情」と「音声の感情」）を判断する。その時、違和感の存在は声の感情より
も重視される。言い換えれば、日本人の聞き手なら2つの感情が不一致であることが分かると、
なぜ不一致なのかを手掛かりとして相手の心情を推測しようとし、そうすることでかなりの程
度まで相手の真意を言い当てることができる。 
さらに、日本人は社会的に適切な考え方に従って行動しようとするから、「話す」時にもしば
しば本心をあからさまには声に出そうとしない。聞き手はこのような「不一致」を参考にしな
がら、感情尺度の「目盛りの振り直し(較正)」をすることによって相手の感情を判断している
と考えられる。したがって、尺度の目盛りの振り直しというプロセスは、高文脈文化の日本文
化に特有なプロセスと考えられる。 
「言葉の感情」が話者
の「音声の感情」に影響
を及ぼす場合、2つの感
情を統一するような情報
処理のプロセスが脳の中
にあると考えられる。健
全な脳は、ニュートラル
で感情を含まない言葉を
処理する場合と、感情的
なイントネーションの言
葉を処理する場合とで
は、異なる神経システム
をはたらかすと考えられ
るからである。従って、
相手が感情的に話してい
るのを聞いたとき、言葉
を同定する際には「言葉
の感情」と「音声の感
情」の両方の特徴を統合
するプロセスの存在が考
えられる。さらに、この
プロセスがどのようには
たらくかは、文化や表示
規則からの影響を受ける
と考えられる。異なる言
語・文化に属する人々の
間では、コミュニケーシ
ョンの様式が異なるため、仮に同じ感情表現に接したとしても、認知された感情が必ずしも同
じものであるとは限らない。例えば、表情が笑っていれば声が多少悲しそうでもアメリカ人の
聞き手なら相手を「幸せ」と思うだろうが、日本人の聞き手であれば表情と声の感情の不一致
に違和感を覚え、相手の本心に思いを巡らし、たとえ相手が笑顔でも「悲しんでいる」と判断
するだろう。同様に、話者が本心ではない言葉を発する場合においても、状況は同じでも受け
止め方は文化によって異なることが示された。 
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④マツモト， D.， & 工藤， C. (1996). 日本人の感情世界. 東京: 誠信書房. 
⑤Scherer、 K. R. (1985). Vocal affect signaling: A comparative approach. In J. 
Rosenblatt、 C. Beer, M. Busnel, & P. J. B. Slater (Eds.), Advances in the study 
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